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三
観
は
、
天
台
止
観
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
観
法
で
あ
り
、
三
諦
と
密
接
に
連
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
、
天
台
大
師
智
顗
に
よ
る
『
三
観
義
』
に
、

第
一
に
三
観
の
名
を
釈
す
と
は
、
三
観
の
名
は
『
瓔
珞
経
』
に
出
づ
。
一
つ
に

は
従
仮
入
空
観
、
二
つ
に
は
従
空
入
仮
観
、
三
つ
に
は
中
道
第
一
義
観
な
り
。

（
新
続
蔵
五
五
・
六
六
九
下
）

と
し
て
、
そ
の
出
処
が
『
瓔
珞
経
』
に
説
か
れ
る（

（
（

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
三
観
は
四
教
と
並
ぶ
こ
と
で
天
台
教
観
の
骨
格
と
な
り
、
天
台
大
師
の
み

な
ら
ず
天
台
家
の
諸
師
の
著
述
に
広
く
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
三
観
の
相
は
、
天
台
大
師
に
よ
る
三
大
部
な
ど
で
次
第
三
観
と
一
心

三
観
と
の
二
種
に
分
別
さ
れ
た（

（
（

が
、
天
台
大
師
は
『
維
摩
経
文
疏
』（
以
下
『
文
疏
』

と
略
す
）
に
お
い
て
、
別
相
・
通
相
・
一
心
と
い
う
三
種
の
三
観
を
提
示
す
る
。
特

に
そ
の
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
通
相
三
観
は
、天
台
大
師
の
著
述
の
な
か
で
も
『
文
疏
』

の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
観
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
台
大
師
が
通
相
三
観
に
つ

い
て
言
及
す
る
著
述
が
『
文
疏
』
だ
け
で
あ
る
た
め
か
、
先
学
の
研
究（

（
（

は
様
々
な
見

方
が
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
天
台
教
学
に
説
か
れ
る
三
観
思
想
、
特
に
通
相
三
観
を
中
心
に
、

開
会
と
の
連
関
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

問
疾
品
と
は

ま
ず
、
三
種
三
観
が
述
べ
ら
れ
る
『
維
摩
経
』
問
疾
品
を
中
心
に
、
天
台
大
師
が

ど
の
よ
う
な
三
観
釈
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

は
じ
め
に『
維
摩
経
』の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
。『
維
摩
経
』弟
子
品
・
菩
薩
品
は
、

佛
が
発
し
た
維
摩
に
対
す
る
問
疾
の
命
に
対
し
、
十
大
弟
子
と
四
大
菩
薩
が
過
去
の

維
摩
に
よ
る
弾
呵
を
理
由
に
次
々
と
命
を
辞
す
。
そ
こ
で
問
疾
品
よ
り
、
文
殊
菩
薩

に
よ
る
問
疾
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
疾
品
の
意
義
に
つ
い
て
、
天

台
大
師
は
『
文
疏
』
巻
一
九
（
釈
問
疾
品
）
の
冒
頭
で
、

室
外
の
折
伏
、
已
に
竟
ぬ
。
次
に
室
内
の
摂
受
を
明
す
、
故
に
此
の
品
、
及
び

下
の
五
品
有
り
て
来
れ
る
な
り
。

（
新
続
蔵
一
八
・
六
〇
八
中
～
下
、
傍
線
部
筆
者
、
以
下
同
）

と
示
す
。
文
殊
に
よ
る
問
疾
は
問
疾
品
以
降
の
章
品
に
お
い
て
も
続
く
が
、
問
疾
品

は
経
文
の
内
容
が
折
伏
か
ら
摂
受
へ
、
経
典
の
舞
台
が
弾
呵
の
行
わ
れ
る
室
外
か
ら

維
摩
の
住
居
で
あ
る
室
内
へ
と
、
大
き
な
場
面
転
換
が
起
こ
る
こ
と
を
天
台
大
師
も

指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
天
台
大
師
は
、
問
疾
品
の
来
意
を
『
文
疏
』
巻
一
九
で
次
の
よ
う
に
明
す
。

第
一
に
此
の
品
の
来
意
を
明
か
す
と
は
、
浄
名
大
士
、
不
思
議
の
権
謀
に
住
し

て
大
聖
を
輔
翼
し
、不
思
議
の
真
性
解
脱
を
顕
じ
て
佛
国
因
果
の
教
を
助
成
す
。

前
に
以
て
四
教
を
用
て
凡
夫
・
二
乗
、
及
び
諸
の
偏
行
の
菩
薩
を
折
伏
し
、
今
、

円
教
の
三
解
脱
の
果
を
歎
じ
て
接
引
摂
受
し
、
三
観
も
て
因
を
修
し
て
不
思
議

解
脱
に
入
り
、
浄
刹
を
見
る
こ
と
を
得
て
業
に
随
い
て
往
生
し
、
浄
佛
国
土
の

行
を
【
成
ぜ
】
し
む
。
故
に
此
の
品
、
及
び
下
の
五
品
有
り
て
来
れ
る
な
り
。

（
同
六
〇
八
下
、
新
続
蔵
の
校
訂
に
よ
り
【
成
ぜ
】
を
補
っ
た
）

こ
の
よ
う
に
、
問
疾
品
は
「
不
思
議
の
真
性
解
脱
」
を
顕
か
に
す
る
こ
と
で
「
佛
国

因
果
の
教
」
を
出
す
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
台
大
師
は
問
疾
品
以
前
ま

天
台
教
学
に
説
か
れ
る
三
観
を
め
ぐ
っ
て

宮　
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で
が
四
教
に
よ
っ
て
折
伏
が
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
問
疾
品
で
は
円
教
の
三
解
脱
の

果
に
よ
っ
て
「
接
引
摂
受
」
が
行
わ
れ
、
三
観
を
修
す
こ
と
に
よ
っ
て
不
思
議
解
脱

に
入
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
こ
で
説
か
れ
る
「
不
可
思
議
真
性
解
脱
」
を
、
天
台
大
師
は
ど
の
よ
う

に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
台
大
師
に
よ
る
維
摩
経
疏
の
別
行
本
で
あ
る

『
維
摩
経
玄
疏
』（
以
下
『
玄
疏
』）
巻
六
・
経
体
で
は
、
不
可
思
議
真
性
解
脱
が
、

正
し
く
経
の
体
を
弁
ず
れ
ば
、
こ
の
経
は
不
可
思
議
真
性
解
脱
を
も
っ
て
体
と

な
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
八
・
五
五
四
下
）

と
し
て
、『
維
摩
経
』
の
経
体
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
玄
疏
』
で
は
、「
真
の
諸
法

実
相
は
、
即
ち
不
可
思
議
真
性
解
脱
に
し
て
、
此
の
経
の
体
な
り
。（
同
五
五
五
中
）」

と
、「
不
可
思
議
真
性
解
脱
」の
異
名
と
し
て「
諸
法
実
相
」が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

俗
諦
・
真
諦
・
中
道
第
一
義
諦
の
三
諦
に
約
し
た
法
性
実
相
の
分
別
で
、

俗
諦
は
但
だ
是
れ
凡
人
所
見
の
理
の
故
に
此
の
経
体
に
非
ざ
る
な
り
。
真
諦
は

即
ち
是
れ
二
乗
所
見
の
理
に
し
て
、
亦
た
此
の
経
体
に
非
ざ
る
な
り
。
中
道
第

一
義
諦
は
即
ち
是
れ
法
性
実
相
に
し
て
、
即
ち
此
の
経
の
正
体
な
り
。

（
同
五
五
六
上
）

と
す
る
こ
と
で
、「
中
道
第
一
義
諦
」「
法
性
実
相
」
が
『
維
摩
経
』
の
経
体
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
不
可
思
議
真
性
解
脱
」
は
、天
台
大
師
が
『
維

摩
経
』
の
経
体
と
し
て
捉
え
て
い
た
、諸
法
実
相
と
同
義
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

天
台
大
師
に
よ
る
問
疾
品
の
位
置
づ
け
は
、『
維
摩
経
』
の
ま
さ
に
経
体
が
明
か
さ

れ
る
、
重
要
な
章
品
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二　

通
相
三
観
の
前
提

こ
の
よ
う
に
天
台
大
師
が
重
視
し
た
問
疾
品
に
お
い
て
、
通
相
三
観
は
ど
の
よ
う

な
場
面
で
説
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
維
摩
経
』
の
経
文
で
あ
る
、

爾
の
時
、
文
殊
師
利
、
維
摩
詰
に
問
う
て
言
く
、「
菩
薩
は
応
に
云
何
に
有
疾

の
菩
薩
を
慰
喩
す
べ
き
や
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
一
四
・
五
四
四
下
）

と
い
っ
た
、
慰
喩
の
問
い
に
対
す
る
『
文
疏
』
の
記
述
を
見
て
み
た
い
。

天
台
大
師
は
、
文
殊
が
維
摩
に
慰
喩
を
問
う
経
文
が
「
信
行
の
人
」
に
対
す
る
も

の
、
引
き
続
い
て
の
経
文
で
、
文
殊
が
「
菩
薩
は
云
何
に
其
の
心
を
調
伏
せ
ん
。（
同

五
四
四
下
）」
と
、
調
伏
を
問
う
た
一
文
を
「
法
行
の
人
」
に
対
す
る
も
の
と
、
二

種
に
分
別
す
る
。
こ
の
詳
細
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

初
め
に
文
殊
の
慰
喩
を
問
い
、
浄
名
の
三
教
に
慰
喩
を
明
か
す
を
答
う
、
即
ち

是
れ
信
行
の
人
の
為
な
り
。
後
に
文
殊
の
調
伏
を
問
い
、
浄
名
の
三
観
を
用
い

て
調
伏
す
る
を
答
う
る
は
、
即
ち
是
れ
法
行
の
人
の
為
な
り
。

若
し
信
行
の
人
な
れ
ば
必
ず
外
人
の
恒
に
為
に
法
を
説
き
指
示
分
明
に
す
る
を

仮
籍
し
て
、
方
に
乃
ち
悟
を
得
、
此
れ
は
是
れ
鈍
根
な
り
。
法
行
の
人
は
専
ら

外
縁
を
藉
り
ず
し
て
、
少
し
く
聞
く
と
こ
ろ
有
る
は
、
即
ち
能
く
観
行
し
て
道

に
入
る
、
即
ち
利
根
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
続
蔵
一
八
・
六
二
五
上
）

こ
の
よ
う
に
、
文
殊
と
維
摩
の
慰
喩
の
問
答
は
、
大
乗
で
あ
る
通
・
別
・
円
の
三
教

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、慰
喩
の
問
い
は
信
行
の
人
の
為
と
さ
れ
る
が
、

信
行
の
人
は
鈍
根
で
あ
る
た
め
、
説
か
れ
た
法
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、文
殊
と
維
摩
の
調
伏
の
問
答
に
は
三
観
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
は
利
根
で
あ
る
法
行
の
人
の
為
で
あ
り
、「
外
縁
」
を
借
り
ず
と
も
得
道
で
き

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
鈍
根
で
あ
る
「
信
行
の
人
」
と
利
根
で
あ
る
「
法
行
の
人
」
は
、
明
確

に
区
別
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
天
台
大
師
は
、続
い
て
の
一
文
で
、

然
り
と
雖
も
、
此
れ
亦
た
必
ず
し
も
定
ん
で
爾
ら
ず
。
但
だ
衆
生
、
信
・
法
二

行
互
に
利
鈍
有
り
て
、
而
も
両
種
の
根
性
の
不
同
有
り
。
文
殊
、
此
れ
が
為
に

両
問
を
興
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
六
二
五
上
）

と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
信
・
法
二
行
に
は
そ
れ
ぞ
れ
利
鈍
が
あ
る
上
、
根
性
の
不

同
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（
（

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
信
・
法
二
行
の
諸
相
は
、

『
文
疏
』
巻
五
（
釈
佛
国
品
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
小
両
乗
の
根
性
と
し
て
、
次
の
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よ
う
に
分
別
さ
れ
る
。

一
に
信
行
の
根
性
を
明
か
す
に
、
二
種
の
不
同
な
り
。
一
に
は
大
乗
根
性
の
信

行
の
人
、
二
に
は
小
乗
根
性
の
信
行
の
人
な
り
。
初
め
に
大
乗
根
性
の
信
行
の

人
は
、過
去
に
大
乗
を
聞
き
て
戒
乗
倶
に
急
な
り
。
戒
急
に
し
て
人
天
に
生
じ
、

乗
急
は
還
り
て
大
乗
を
聞
き
、
聞
従
り
悟
を
得
。
余
の
三
句
の
得
失
の
不
同
、

前
に
類
し
て
知
る
べ
し
。
次
に
小
乗
根
性
の
信
行
の
人
は
、
過
去
に
小
乗
を
聞

き
、
戒
乗
倶
に
急
な
り
。
戒
急
に
し
て
人
天
に
生
じ
、
乗
急
に
し
て
還
り
て
小

乗
を
聞
き
、
聞
従
り
悟
を
得
。
余
の
三
句
の
得
失
の
不
同
、
類
し
て
知
る
べ
し
。

二
に
法
行
根
性
を
明
か
す
に
、
亦
た
大
小
両
乗
の
根
性
不
同
な
り
。
戒
乗
緩
急

の
四
句
、
信
行
に
類
し
て
知
る
べ
し
。
但
だ
過
去
に
観
行
を
修
し
、
利
根
の
少

し
く
聞
に
し
て
自
ら
惟
い
て
理
を
見
る
を
異
と
為
す
の
み
。（

同
四
九
二
中
～
下
）

こ
う
し
た
戒
乗
四
句
に
よ
っ
て
、
様
々
に
捉
え
ら
れ
る
利
鈍
の
違
い
に
対
し
、
天
台

大
師
の
釈
は
慰
喩
と
調
伏
の
問
答
を
二
種
に
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
四
教
と
三
観
と
を

配
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
四
教
に
よ
る
慰
喩
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
文
殊
が
維
摩
に
慰
喩
を
問
う
た
の
に
対
す
る
維
摩
の
答
え
で
あ
る
、
経
文

の
、

維
摩
詰
の
言
く
。「
身
は
無
常
と
説
き
て
身
を
厭
離
せ
よ
と
説
か
ざ
れ
。
身
に

苦
有
り
と
説
き
て
涅
槃
を
楽
え
と
説
か
ざ
れ
。
身
に
我
無
し
と
説
き
て
而
も
衆

生
を
教
導
せ
よ
と
説
け
。
身
は
空
寂
と
説
く
も
畢
竟
寂
滅
と
説
か
ざ
れ
。」

（
大
正
一
四
・
五
四
四
下
）

に
つ
い
て
の
釈
に
、
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

今
、三
教
を
明
か
す
は
但
だ
菩
薩
を
慰
喩
し
て
二
乗
を
取
ら
ず
。
然
る
所
以
は
、

二
乗
は
慈
悲
無
く
涅
槃
に
入
る
を
以
て
な
り
。

三
蔵
・
通
教
は
共
に
一
教
を
成
じ
て
慰
喩
す
る
は
、
界
内
の
有
為
縁
集
の
見
思

の
疾
、
未
だ
断
ぜ
ざ
る
の
菩
薩
を
慰
喩
す
。
是
の
菩
薩
、
界
内
の
分
段
の
因
果

の
実
疾
有
り
、
故
に
須
く
三
蔵
教
を
用
い
て
通
教
大
乗
を
助
け
、
而
し
て
慰
喩

す
べ
し
。
亦
た
兼
ね
て
別
教
・
円
教
を
用
い
て
慰
喩
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。

若
し
別
教
を
説
き
て
慰
喩
す
る
は
、
正
し
く
無
為
縁
集
有
る
の
菩
薩
を
慰
喩
す

る
が
為
な
り
。
是
の
菩
薩
、
塵
沙
無
知
の
変
易
の
因
果
の
実
疾
有
り
、
故
に
須

く
別
教
大
乗
を
用
い
て
慰
喩
す
べ
し
。

若
し
円
教
を
説
き
て
慰
喩
す
る
は
、
正
し
く
自
体
縁
集
有
る
菩
薩
を
慰
喩
す
る

が
為
な
り
。
是
の
菩
薩
に
法
界
無
明
・
自
体
不
成
実
の
因
果
の
疾
有
り
、
故
に

須
く
円
教
を
用
い
て
慰
喩
す
べ
し
。　
　
　
（
新
続
蔵
一
八
・
六
二
五
中
～
下
）

こ
の
よ
う
に
、
蔵
・
通
教
は
有
為
縁
集
の
見
思
の
疾
を
断
じ
て
い
な
い
菩
薩
（
界
内

の
分
段
の
因
果
の
実
疾
）
を
慰
喩
し
、別
教
は
無
為
縁
集
を
断
じ
て
い
な
い
菩
薩
（
塵

沙
・
無
知
の
変
易
の
因
果
の
実
疾
）
を
慰
喩
し
、
円
教
は
自
体
法
界
縁
集
を
断
じ
て

い
な
い
菩
薩
（
無
明
・
自
体
不
成
実
の
因
果
の
実
疾
）
を
慰
喩
す
る（

（
（

も
の
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
蔵
・
通
教
に
は
別
・
円
が
兼
ね
て
用
い
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
手
が
か
り
は
、
先
に
引
い
た
維
摩
の
経
文
「
身
は
無

常
と
説
き
て
身
を
厭
離
せ
よ
と
説
か
ざ
れ
。」
の
釈
の
な
か
で
、
通
教
に
約
し
た
慰

喩
を
説
く
箇
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
に
「
説
身
空
寂
而
不
説
畢
竟
寂
滅
」
と
言
う
は
、
若
し
声
聞
は
法
を
析
し
て

偏
真
に
入
り
て
、
永
く
寂
す
。
菩
薩
は
爾
ら
ず
、
若
し
は
析
し
若
し
は
体
し
て
、

仮
実
二
空
に
入
り
て
、
中
道
の
理
有
る
を
知
り
て
、
偏
真
を
以
て
究
竟
と
為
さ

ざ
る
な
り
。
是
れ
則
ち
復
た
仮
従
り
空
に
入
り
、
若
し
は
析
し
若
し
は
体
す
と

雖
も
、
倶
に
中
道
に
入
ら
ん
と
欲
す
る
の
哢
胤
な
り
。

（
同
六
二
五
下
〜
六
二
六
上
）

こ
れ
は
、
析
・
体
と
い
っ
た
方
法
が
、
中
道
に
入
ろ
う
と
す
る
哢
胤
と
な
る
こ
と
を

明
確
に
述
べ
た
一
文
と
理
解
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
通
教
で
は
中
道
が
説
か
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
声
聞
の
場
合
は
析
法
に
よ
っ
て
偏
真
涅
槃
に
入

る
と
さ
れ
る
一
方
で
、
菩
薩
の
場
合
は
析
・
体
を
用
い
た
と
こ
ろ
で
、
入
空
す
る
の
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み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
中
道
に
向
か
う
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

通
相
三
観
と
は
何
か

で
は
、三
観
に
よ
る
調
伏
は
『
文
疏
』
で
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

特
に
『
文
疏
』
で
説
か
れ
る
三
観
は
、
別
相
・
通
相
・
一
心
の
三
種
三
観
の
う
ち
、

通
相
三
観
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、そ
も
そ
も
三
種
三
観
が
引
か
れ
る
の
は
、

「
法
行
の
人
」
に
対
し
て
「
実
疾
」
を
「
調
伏
」
す
る
た
め
の
観
法
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
問
疾
品
に
お
い
て
文
殊
が
維
摩
に
疾
の
調

伏
を
問
う
た
こ
と
に
対
す
る
経
文
で
あ
る
、

維
摩
詰
の
言
く
。「
有
疾
菩
薩
は
応
に
是
の
念
を
作
す
べ
し
。
今
、
我
が
此
の

病
は
皆
な
前
世
の
妄
想
・
顛
倒
・
諸
煩
悩
従
り
生
ず
。
実
法
有
る
こ
と
無
し
、

誰
れ
か
病
を
受
く
る
者
ぞ
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
一
四
・
五
四
四
下
）

に
つ
い
て
の
総
釈
と
し
て
、天
台
大
師
は
『
文
疏
』
巻
二
一
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
れ
は
是
れ
第
二
に
浄
名
の
答
、
正
し
く
三
観
に
約
し
て
調
伏
を
明
か
す
。
然

る
所
以
は
、
三
観
も
て
三
種
の
煩
悩
を
破
す
、
即
ち
是
れ
三
智
を
明
か
す
を
修

し
て
、
界
外
の
通
教
・
別
教
・
円
教
の
三
種
の
菩
薩
の
実
疾
を
調
伏
す
。
亦
た

是
れ
三
土
の
菩
薩
の
因
果
の
実
疾
を
調
伏
す
る
な
り
。

（
新
続
蔵
一
八
・
六
二
七
上
）

す
な
わ
ち
、
三
観
に
よ
っ
て
調
伏
を
明
す
の
は
、
通
・
別
・
円
の
、
大
乗
三
教
の

菩
薩
の
実
疾
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
四
教
と
三
観

と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
方
で
四
教
と
三
観
と
の
相
関
に
つ
い
て
は
、

今
、
須
く
更
に
略
し
て
三
観
の
相
を
分
別
す
べ
し
。
三
蔵
教
の
菩
薩
は
既
に
真

を
見
ざ
れ
ば
、
須
く
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
若
し
通
教
の
菩
薩
は
、
但
だ
二

諦
に
約
し
て
三
観
を
作
す
も
、
実
を
覈

あ
か
ら

む
れ
ば
只
だ
二
観
を
成
じ
て
第
三
観
無

し
。
浄
名
の
今
答
の
正
意
に
非
ず
。
今
、
但
だ
別
教
円
教
の
二
種
に
約
し
て
、

以
て
三
観
の
相
の
同
じ
か
ら
ざ
る
を
簡
別
す
れ
ば
、
則
ち
三
種
有
り
。
一
に
は

別
相
三
観
、二
に
は
通
相
三
観
、三
に
は
一
心
三
観
な
り
。（
同
六
二
七
上
～
中
）

と
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
蔵
教
は
真
を
見
な
い
た
め
に
論
の
範
疇
外
と
さ
れ
、

通
教
は
中
道
観
が
な
い
た
め
に
維
摩
の
正
意
が
表
さ
れ
な
い
と
扱
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
三
観
は
別
教
と
円
教
で
あ
り
、
別
相
・
通
相
・
一
心
の
、
三
種
三

観
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
天
台
大
師
は
三
種
の
三
観
の
分
別
で
、

別
相
三
観
は
的ま
さ

し
く
別
教
に
在
り
。
歴
別
に
三
諦
を
観
ず
る
な
り
。
若
し
通
相

三
観
と
一
心
三
観
と
は
的ま

さ

し
く
円
教
に
属
す
。
今
此
の
経
は
室
内
の
六
品
に
し

て
三
観
を
明
か
す
、
正
し
く
是
れ
通
相
三
観
の
意
、
或
い
は
一
心
三
観
を
用
う

る
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
六
二
七
中
）

と
述
べ
、
別
相
三
観
は
別
教
・
通
相
三
観
は
一
心
三
観
と
同
じ
く
円
教
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
別
教
所
摂
の
別
相
三
観
と
、
円
教
所
摂
の
通
相
三
観
・
一
心
三
観

は
、
本
来
大
き
く
隔
た
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
通
相
三
観
の
特
徴
と
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
通
相
三
観
は
、
そ
の
従
仮
入
空
観
の
場
合
は
、
空
を
観
ず
る
な
か

で
真
諦
と
中
道
第
一
義
諦
も
空
で
あ
る
と
観
ず
る
観
法
で
あ
り
、
例
え
ば
通
相
三
観

の
従
仮
入
空
観
が
説
か
れ
る
と
さ
れ
る
『
文
疏
』
巻
二
三
（
釈
観
衆
生
品
）
で
は
、

詳
細
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

菩
薩
の
仮
従
り
空
に
入
る
時
、
同
じ
く
入
空
一
切
智
の
名
に
拠
る
と
雖
も
、
即

ち
三
諦
を
見
て
三
智
を
具
す
な
り
。
故
に
釈
論
に
云
く
、「
三
智
は
実
に
は
一

時
に
得
る
も
、人
に
説
く
に
解
し
易
か
ら
し
め
ん
と
為
し
て
次
第
分
別
を
作
す
」

と
。
若
し
能
く
是
の
如
く
空
に
入
り
て
一
時
に
三
観
を
具
さ
ば
、
入
空
を
用
い

て
初
観
の
名
に
当
つ
る
と
雖
も
実
に
三
観
を
具
す
。　
　
（
同
六
四
五
中
～
下
）

す
な
わ
ち
、
菩
薩
が
従
仮
入
空
す
る
と
き
に
言
う
「
空
」
と
い
う
も
の
が
、「
空
」

と
い
っ
て
も
そ
こ
に
三
諦
を
見
て
三
智
が
具
さ
れ
て
い
る「
三
諦
の
空
」で
あ
り
、「
従
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仮
入
空
観
」
と
い
う
な
か
に
、
す
で
に
三
観
が
具
さ
れ
て
い
る
の
が
通
相
三
観
で
あ

る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
通
相
三
観
に
対
し
、『
三
観
義
』
に
説
か
れ
る
別
相
三
観
の
従
仮
入

空
観
は
、
入
仮
の
観
を
修
す
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

言
う
所
の
従
仮
入
空
観
と
は
、
無
に
し
て
而
も
虚
設
す
。
之
に
目
し
て
仮
と
為

し
、
仮
を
観
じ
て
無
を
知
る
、
之
を
入
空
と
名
く
。
若
し
は
諸
法
は
如
幻
如
化

に
し
て
但
だ
名
字
有
り
と
観
ず
れ
ば
、
即
ち
真
諦
に
入
る
な
り
。
而
し
て
説
き

て
二
諦
観
と
為
す
は
、
或
は
情
智
の
二
諦
に
就
き
、
或
は
随
智
の
二
諦
に
約
し

て
観
ず
る
耳
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
続
蔵
五
五
・
六
六
九
下
）

こ
こ
で
説
か
れ
る
「
入
空
」
と
は
「
仮
を
観
」
じ
て
「
無
を
知
る
」
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
二
乗
と
大
乗
と
の
違
い
は
、
析
空
と
体
空
と
の
違
い
と
し
て
、

二
つ
に
観
門
の
不
同
を
明
す
と
は
、
即
ち
是
れ
析
・
体
の
二
種
の
観
門
な
り
。

声
聞
経
に
明
す
と
こ
ろ
の
析
仮
し
て
生
・
法
の
二
空
に
入
る
が
如
き
は
、
此
れ

実
手
の
拳
指
を
空
ず
る
が
如
き
な
り
。

摩
訶
衍
の
体
仮
し
て
生
・
法
二
空
に
入
る
と
は
、
鏡
像
の
拳
指
を
空
ず
る
が
如

き
な
り
。
析
仮
入
空
を
名
け
て
拙
度
と
為
し
、
体
仮
入
空
を
名
け
て
巧
度
と
為

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
六
七
〇
中
～
下
）

と
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
台
大
師
は
拳
手
の
譬
喩
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

拙
度
と
巧
度
の
違
い
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
従
仮
入
空
の
他
、
従
空
入

仮
・
中
道
第
一
義
と
い
う
三
観
を
次
第
し
て
修
す
別
相
三
観
は
、『
三
観
義
』
巻
下
・

会
乗
義
に
、

若
し
は
別
教
の
菩
薩
は
、
因
縁
仮
を
観
じ
て
別
相
三
観
を
修
し
、
次
第
に
一
切

智
・
道
種
智
を
成
じ
、
乃
至
中
道
観
を
修
し
て
佛
性
を
見
て
一
切
種
智
を
成
じ
、

常
住
涅
槃
を
求
む
る
は
、
即
ち
是
れ
別
教
大
乗
の
義
な
り
。　
（
同
六
七
五
下
）

と
、
別
教
菩
薩
が
修
す
も
の
で
あ
り
、
別
教
菩
薩
が
佛
性
を
見
る
の
は
前
二
観
を
方

便
と
し
て
修
し
た
上
で
の
中
道
観
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、い
ず
れ
も
円
教
の
観
法
で
あ
る
通
相
三
観
と
一
心
三
観
の
違
い
に
つ
い
て
、

天
台
大
師
は
『
文
疏
』
巻
二
一
で
、

問
う
。
此
の
両
観
は
既
に
並
び
に
是
れ
円
教
な
り
。
何
の
意
ぞ
両
と
な
す
や
。

答
え
て
曰
く
。
通
相
三
観
は
通
に
約
し
て
円
を
論
ず
。
此
れ
恐
ら
く
は
是
れ
方

等
教
に
し
て
方
便
を
帯
び
る
の
円
な
り
、
法
華
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
如
き
に
非

ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
続
蔵
一
八
・
六
二
七
中
）

と
し
て
、
通
相
三
観
は
特
に
「
通
に
約
し
て
円
を
論
ず
」
る
観
法
で
あ
る
こ
と
を
示

す
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
台
大
師
は
「
法
華
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
如
き
に
は
非
ず
」

と
断
る
が
、
天
台
大
師
に
よ
る
五
時
の
分
別
に
よ
れ
ば
、『
維
摩
経
』
が
配
当
さ
れ

る
方
等
時
は
、
蔵
教
か
ら
円
教
ま
で
が
並
立
し
て
説
か
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
る

と
天
台
大
師
が
、「
円
教
」
で
あ
る
通
相
三
観
に
よ
っ
て
『
維
摩
経
』
を
理
解
し
よ

う
と
し
た
の
は
、『
法
華
経
』
以
外
の
大
乗
経
典
も
、「
円
教
」
と
い
う
基
盤
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
『
玄
疏
』
巻
六
・
経
体
を
参
照
す
る
と
、
天
台
大
師
は
、

一
切
の
大
乗
経
に
は
但
だ
一
法
印
有
り
、
所
謂
諸
法
実
相
な
り
。
若
し
大
乗
経

に
実
相
印
有
ら
ば
、
即
ち
是
れ
大
乗
の
了
義
経
、
聞
か
ば
乃
ち
菩
薩
道
を
得
べ

し
。
も
し
は
諸
法
実
相
印
の
な
く
ん
ば
、
即
ち
是
れ
不
了
義
経
な
り
。

（
大
正
三
八
・
五
五
五
上
）

と
示
し
、
大
乗
了
義
経
と
し
て
「
一
切
の
大
乗
経
」
に
「
諸
法
実
相
」
の
一
法
印
が

あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
天
台
大
師
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
一
上
・
七
番
共

解
の
標
章
で
、

華
厳
は
兼
・
三
蔵
は
但
・
方
等
は
対
・
般
若
は
帯
な
り
。
此
の
経
は
復
た
兼
・

但
・
対
・
帯
無
し
、
専
ら
是
れ
正
直
無
上
の
道
、
故
に
称
し
て
妙
法
と
為
す
な

り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
三
・
六
八
二
中
）

と
述
べ
ら
れ
る
兼
但
対
帯
や
、『
法
華
玄
義
』
巻
二
上
に
説
か
れ
る
、

又
た
乳
経
の
一
種
の
因
果
は
広
高
長
、
一
種
の
因
果
は
狭
下
短
な
り
、
則
ち
一

麁
一
妙
な
り
云
云
。
酪
経
は
唯
だ
一
種
の
因
果
に
し
て
狭
下
短
な
り
、
但
だ
麁

に
し
て
妙
無
し
。
生
蘇
経
は
三
種
の
因
果
は
狭
下
短
、
一
種
の
因
果
は
広
高
長
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な
り
、
則
ち
三
麁
一
妙
な
り
。
熟
蘇
経
は
二
種
の
因
果
は
狭
下
短
、
一
種
の
因

果
は
広
高
長
な
り
、
則
ち
二
麁
一
妙
な
り
。
醍
醐
経
は
、
一
種
の
因
果
に
し
て

広
高
長
な
り
、
但
だ
妙
に
し
て
麁
無
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
六
九
二
下
）

と
い
っ
た
五
味
に
約
し
た
麁
妙
の
分
別
の
よ
う
に
、
三
蔵
経
だ
け
は
但
だ
麁
で
あ
る

と
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
大
乗
経
典
は
す
べ
て
妙
と
い
う
面
が
あ
る
と
い
う
、

経
典
観（

（
（

を
根
底
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
四
教
が
並
び

説
か
れ
る
と
さ
れ
る
『
維
摩
経
』
を
、
円
教
で
解
釈
す
る
観
法
が
説
か
れ
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

通
相
三
観
と
開
会

こ
こ
で
、
天
台
大
師
が
『
維
摩
経
』
を
円
教
で
解
釈
す
る
観
法
を
設
定
し
た
意
図

を
、
別
の
側
面
か
ら
検
討
し
た
い
。
天
台
大
師
は
、
通
相
三
観
に
つ
い
て
「
法
華
に

明
か
す
と
こ
ろ
の
如
き
に
は
非
ず
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

確
か
に
こ
う
し
た
天
台
大
師
の
見
解
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
九
上
（
体
玄
義
）
円
門

入
実
の
観
に
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

復
た
次
に
、
更
に
破
会
に
約
し
て
融
と
不
融
の
相
を
明
す
に
、
若
し
外
道
の
邪

見
を
破
す
れ
ば
、
二
乗
の
邪
曲
は
破
せ
ず
、
亦
た
大
乗
の
方
便
を
破
せ
ず
。
又

た
会
す
れ
ど
も
円
な
ら
ざ
れ
ば
、
浄
名
の
中
の
如
し
。
凡
夫
の
反
復
を
会
す
れ

ど
も
、
声
聞
は
無
き
な
り
。
塵
労
の
儔
を
会
し
て
如
来
の
種
と
為
す
も
、
無
為

に
し
て
正
位
に
入
る
は
、
反
復
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
生
死
の
悪
人
・
煩
悩
の
悪

法
は
而
し
て
皆
な
会
さ
る
る
も
、
二
乗
の
善
法
・
四
果
の
聖
人
は
而
し
て
会
せ

ら
れ
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
三
・
七
八
八
上
～
中
）

つ
ま
り
、「
開
会
」
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
人
法
と
も
に
開
会
さ
れ
て
い
な
い

と
さ
れ
る
方
等
経
典
の
場
合
、
声
聞
の
開
会
が
明
か
さ
れ
な
い
た
め
に
開
会
が
円

で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
天
台
大
師
の
姿
勢
は
、『
四
教
義
』
巻

一
二
・
通
諸
経
論
に
、

問
う
て
曰
く
。
方
等
大
乗
も
亦
た
四
教
を
具
す
、
何
が
故
ぞ
五
味
の
義
を
成
ぜ

ざ
る
や
。

答
え
て
曰
く
。
声
聞
の
作
佛
を
明
か
さ
ざ
れ
ば
、
五
味
の
義
を
成
ぜ
ず
。
不
定

の
中
に
約
し
て
、
四
教
を
論
ず
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
釈
迦
出
世
に
有
る
と
こ

ろ
の
経
教
は
、
更
に
此
の
四
教
に
過
ぎ
ず
、
此
の
諸
経
を
摂
す
る
に
罄む
な

し
く
尽

き
ざ
る
こ
と
無
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
六
・
七
六
八
上
）

と
、
方
等
経
典
で
は
衆
生
の
機
根
が
「
声
聞
の
作
佛
を
明
か
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
よ
り
、
五
味
が
整
っ
た
も
の
と
し
て
扱
え
な
い
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
貫
し

た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
方
等
経
典
で
は
開
会
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
天
台
大
師
は
主

張
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
、『
玄
疏
』
巻
六
（
教
相
）
研
詳
去
取
で
は
、

若
し
は
此
の
経
（『
維
摩
経
』
の
こ
と
。
筆
者
注
）
は
是
れ
第
二
時
教
・
或
い

は
第
三
時
の
説
に
し
て
未
だ
佛
性
常
住
を
明
か
さ
ず
と
言
わ
ば
、
此
の
経
に
は

不
思
議
の
真
性
を
明
す
に
、
真
性
は
豈
に
佛
性
に
非
ず
や
。

若
し
常
住
を
明
さ
ず
と
言
わ
ば
、
此
の
経
に
云
く
「
如
来
の
身
は
即
ち
是
れ
金

剛
の
体
な
り
、
衆
悪
は
永
く
尽
し
衆
善
は
普
く
会
す
、
当
に
何
の
疾
有
る
べ
け

ん
や
」
と
、
豈
に
常
住
に
非
ざ
る
や
。

次
に
、
若
し
此
の
経
は
是
れ
真
宗
の
教
に
し
て
法
華
に
過
ぐ
と
言
わ
ば
、
何
が

故
ぞ
諸
の
声
聞
の
人
、
此
の
経
中
に
於
て
佛
性
を
見
る
こ
と
、
法
華
・
涅
槃
に

同
じ
か
ら
ざ
る
や
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
八
・
五
六
一
下
）

と
し
て
、『
維
摩
経
』
は
経
意
と
し
て
不
思
議
真
性
解
脱
が
明
か
さ
れ
、
佛
性
常
住

が
説
か
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
法
華
経
』
に
過
ぎ
る
と
の
問
題
提
起
に

つ
い
て
も
、
声
聞
の
人
は
法
華
・
涅
槃
と
同
じ
く
佛
性
を
見
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
天
台
大
師
の
主
張
は
矛
盾
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
引
用

し
た
『
玄
疏
』
は
、詳
細
を
『
法
華
玄
義
』
に
譲
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
法
華
玄
義
』

を
参
照
す
る
と
、
巻
十
下
で
通
の
五
時
に
つ
い
て
、
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若
し
方
等
教
の
半
満
相
対
す
る
は
、
是
れ
生
蘇
の
教
な
り
。
別
し
て
論
ず
れ
ば

是
れ
第
三
時
な
れ
ど
、
通
じ
て
論
ず
れ
ば
亦
た
後
に
至
る
。

何
と
な
れ
ば
、『
陀
羅
尼
』
に
云
く
。「
先
に
王
舍
城
に
於
て
諸
の
声
聞
に
記
を

授
け
、今
、復
た
舍
衛
国
・
祇
陀
林
の
中
に
於
て
、復
た
声
聞
に
記
を
授
く
。
昔
、

波
羅
柰
に
於
て
も
声
聞
に
記
を
授
く
。
身
子
の
云
く
、
世
尊
は
虚
な
ら
ず
、
言

う
所
は
真
実
な
り
。
故
に
能
く
第
二
・
第
三
に
、
我
れ
等
に
記
を
授
く
」
と
。

故
に
知
ぬ
、
方
等
は
法
華
の
後
に
至
る
こ
と
を
。　
（
大
正
三
三
・
八
〇
九
下
）

と
、
方
等
経
典
が
法
華
の
後
に
置
か
れ
る
こ
と
が
、『
大
方
等
陀
羅
尼
経（

（
（

』
を
経
証

と
す
る
こ
と
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
説
か
れ
る
一
文
は
、
あ
く
ま
で
「
通
の
五
時
」
と
い
っ
た
観
点
で
あ
る
た

め
、
方
等
経
典
の
み
が
特
別
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
天
台

大
師
の
経
典
観
は
、先
に
見
た
『
玄
疏
』
や
、『
法
華
玄
義
』
巻
八
上
（
体
玄
義
）
に
、

「
大
乗
経
は
但
だ
一
法
印
あ
り
、
諸
法
実
相
を
謂
う
（
同
七
七
九
下
）」
と
い
っ
た
、

す
べ
て
の
大
乗
経
典
に
諸
法
実
相
が
説
か
れ
る
と
い
う
広
範
な
視
野
の
元
に
形
成
さ

れ
て
い
た
。
す
る
と
、
天
台
大
師
の
立
場
は
、
経
典
の
内
容
そ
の
も
の
は
法
華
や
涅

槃
と
同
じ
意
義
を
認
め
な
が
ら
も
、『
維
摩
経
』
の
対
告
衆
は
機
根
が
整
っ
て
い
な

い
た
め
、
人
開
会
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
考
え
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
、
天
台
大
師
は
『
玄
疏
』
末
尾
（
巻
六
）
で
、

但
だ
教
相
の
義
は
多
く
関
す
る
と
こ
ろ
有
り
、
最
も
解
し
難
く
明
し
難
し
と
為

す
。『
法
華
玄
』
に
四
教
を
弁
ず
る
の
義
は
、
方
に
得
べ
し
。
略
し
て
大
意
を

見
ん
耳
。

佛
法
は
不
思
議
な
り　
　

唯
だ
教
相
は
解
し
難
し

二
乗
及
び
菩
薩
の　
　
　

尚
お
測
る
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り

何
に
況
や
諸
凡
夫
を
や　

而
る
に
此
の
事
を
判
ぜ
ん
と
欲
せ
ば

譬
え
ば
生
盲
の
人
の　
　

日
輪
相
を
分
別
す
る
が
如
し

（
大
正
三
八
・
五
六
二
中
）

と
い
っ
た
、
教
相
は
理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
際
に
、
偈
文
を

付
す
こ
と
で
、
凡
夫
に
は
教
相
が
難
解
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、天
台
大
師
は
経
典
に
円
教
が
説
か
れ
る
一
方
で
、経
典
の
内
容
に
即
し
て
『
維

摩
経
』
は
衆
生
の
機
根
が
整
っ
て
い
な
い
と
し
、
開
会
が
説
か
れ
て
い
な
い
と
判
定

し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
開
会
を
め
ぐ
っ
て
は
ま
だ
検
討
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
引
き
続
き
検
討
を
行

い
た
い
。

註
（1）
大
正
二
四
・
一
〇
一
四
中
参
照
。
ち
な
み
に
『
望
月
佛
教
大
辞
典
』「
三
観
」
の

項
（
一
四
八
八
頁
）
で
は
、『
三
観
義
』
と
同
内
容
で
あ
る
『
維
摩
経
玄
疏
』

巻
二
（
大
正
三
八
・
五
二
五
中
～
下
）
を
引
き
、
出
処
が
『
瓔
珞
経
』
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

（2）
天
台
大
師
の
三
観
思
想
を
次
第
三
観
と
一
心
三
観
に
分
別
す
る
方
法
は
、
福

田
堯
頴
師
が
『
天
台
学
概
論
』（
三
省
堂
・
一
九
五
四
年
）
に
お
い
て
、
開
会

と
の
連
関
を
含
め
て
指
摘
し
て
い
る
（
一
〇
～
一一

頁
）。
ま
た
天
台
大
師
の

三
観
思
想
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
英
博
士
「
三

諦
三
觀
思
想
の
起
源
に
關
す
る
研
究
」（
同
『
天
台
大
師
の
研
究
』
百
華
苑
・

一
九
六
一
年
）、
同
「
三
観
思
想
の
起
源
及
び
発
達
」（
関
口
真
大
編
『
止
観
の

研
究
』
岩
波
書
店
・
一
九
七
五
年
所
収
）
に
詳
し
い
。

（3）
佐
藤
前
掲
論
文
の
他
、
三
観
思
想
の
構
造
に
着
目
す
る
研
究
と
し
て
、
日
比
宣

正
博
士
『
唐
代
天
台
学
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
・
一
九
七
五
年
）、
新
田
雅
章

博
士
『
天
台
実
相
論
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
八
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

ち
な
み
に
福
田
前
掲
書
で
は
、
通
相
三
観
に
つ
い
て
の
言
及
が
管
見
で
は
見
ら

れ
な
い
。

（4）
『
摩
訶
止
観
』
巻
五
上
の
場
合
も
、
信
法
二
行
に
つ
い
て
「
若
し
根
の
利
鈍
を

論
ず
れ
ば
、
法
行
は
利
な
り
、
内
に
自
ら
法
を
観
ず
る
が
故
に
。
信
行
は
鈍
な

り
、
他
に
藉
り
て
聞
く
が
故
に
。
又
た
信
行
は
利
な
り
、
一
た
び
聞
き
て
即
ち
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悟
る
が
故
に
。
法
行
は
鈍
な
り
、
法
に
歴
て
観
察
す
る
が
故
に
。
或
い
は
倶
に

利
・
倶
に
鈍
、
信
行
の
人
は
聞
慧
利
に
し
て
修
慧
鈍
な
り
、
法
行
の
人
は
修
慧

利
に
し
て
聞
慧
鈍
な
り
。（
大
正
四
六
・
五
七
上
）」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得

失
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（5）
因
果
の
疾
に
つ
い
て
は
、
木
村
周
誠
稿
「
天
台
大
師
に
お
け
る
衆
生
と

中
道―

―
『
維
摩
経
文
疏
』
を
中
心
に―

―

」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』

一
四
・
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。

（6）
拙
稿
「
三
種
三
観
の
関
係
に
つ
い
て
」（
多
田
孝
正
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
仏

教
と
文
化
』
所
収
・
二
〇
〇
八
年
）、
ま
た
菅
野
博
史
博
士
「
智
顗
と
吉
蔵
の

法
華
経
観
の
比
較―

―

智
顗
は
果
た
し
て
法
華
経
至
上
主
義
者
か
？―
―

」（
平

井
俊
榮
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
所
収
・
二
〇
〇
〇

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（7）
大
正
二
一
・
六
四
九
下
。

八
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宮
部
亮
侑
氏　

学
位
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
三
観
思
想
の
基
礎
的
研
究
」

本
論
文
は
、
天
台
大
師
に
よ
る
教
観
二
門
の
構
造
の
う
ち
、
観
門
に
属
す
る
「
三

観
思
想
」
に
つ
い
て
、
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
観
思
想
は
、
従
仮
入
空
・
従
空
入
仮
・
中
道
第
一
義
諦
と
い
う
三
観
を
、
別
相
・

通
相
・
一
心
の
三
種
の
三
観
と
し
て
分
別
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
三
観
を
ど
の
よ

う
な
手
順
で
観
ず
る
の
か
が
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
種
三
観
は
、
天
台

大
師
最
晩
年
の
著
述
で
あ
る
『
維
摩
経
文
疏
』
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
第

二
に
挙
げ
ら
れ
る
「
通
相
三
観
」
は
、
天
台
大
師
の
広
範
な
著
述
の
な
か
で
も
、『
維

摩
経
文
疏
』
に
の
み
に
見
ら
れ
る
観
法
で
あ
る
。

一
方
、
天
台
大
師
の
三
観
思
想
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
が
著
述
さ
れ
る
ま
で
に
、

別
相
（
次
第
）・
一
心
と
い
う
二
種
の
三
観
説
が
、
三
大
部
な
ど
で
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
天
台
大
師
が
、『
維
摩
経
文
疏
』
に
至
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
三
種

三
観
を
提
示
し
た
の
か
、
天
台
大
師
が
『
維
摩
経
文
疏
』
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く

示
寂
し
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
著
述
に
は
明
確
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、『
維
摩
経
文
疏
』
と
同
様
に
、
天
台
大
師
が
維
摩
経
疏
と
し
て
著

述
し
た
も
の
は
数
多
い
。
そ
れ
ら
に
は
「
通
相
三
観
」
を
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
一
方
で
残
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
天
台
大
師
の
思
考
が
見
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

本
論
文
は
全
二
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
次
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
部　

中
国
佛
教
に
お
け
る
教
相
と
修
道

第
一
章　

菩
薩
の
修
道
論―

―

頓
悟
を
め
ぐ
る
一
考
察―

―

第
二
章　

天
台
大
師
智
顗
の
経
典
観―

―

維
摩
経
を
め
ぐ
っ
て―

―

第
三
章　

天
台
観
門
を
め
ぐ
っ
て

第
二
部　

三
観
思
想
の
基
礎
的
研
究

第
一
章　

三
観
の
諸
相

第
二
章　

中
国
天
台
諸
師
に
お
け
る
通
相
三
観
釈

第
三
章　

日
本
天
台
諸
師
に
お
け
る
通
相
三
観
釈

第
四
章　

天
台
大
師
と
通
相
三
観

第
五
章　

天
台
に
お
け
る
慈
悲
を
め
ぐ
っ
て

第
一
部
で
は
天
台
大
師
に
お
け
る
三
観
思
想
を
扱
う
前
提
と
し
て
、
天
台
大
師
の

思
考
に
お
い
て
、
教
相
と
修
道
の
両
面
の
基
盤
と
な
っ
た
も
の
を
整
理
す
る
も
の
で

あ
る
。

ま
ず
第
一
章
「
菩
薩
の
修
道
論―

―

頓
悟
を
め
ぐ
る
一
考
察―

―

」
は
、
中
国
に

お
け
る
佛
教
受
容
期
の
修
道
論
に
着
目
し
、
小
頓
悟
と
大
頓
悟
と
の
立
場
の
違
い
を

論
ず
る
こ
と
で
、
中
国
佛
教
の
根
底
と
な
る
も
の
を
基
礎
的
に
考
察
し
た
。

第
二
章
と
第
三
章
は
、
天
台
大
師
の
思
想
に
お
け
る
教
相
と
修
道
の
両
面
に
つ
い

て
、
そ
の
一
断
面
を
論
ず
る
。
第
二
章
「
天
台
大
師
智
顗
の
経
典
観―

―

維
摩
経
を

め
ぐ
っ
て―

―

」
は
、本
論
文
が
天
台
大
師
の
維
摩
経
疏
を
中
心
に
考
察
す
る
た
め
、

そ
の
土
台
と
な
る
天
台
大
師
の
経
典
観
、
特
に
維
摩
経
観
を
確
認
し
た
。
一
方
、
第

三
章
「
天
台
観
門
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、『
摩
訶
止
観
』
釈
名
章
を
整
理
し
、「
止
」「
観
」

そ
れ
ぞ
れ
を
天
台
大
師
は
ど
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
を
述
べ
、
観
門

に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
た
。

第
二
部
「
三
観
思
想
の
基
礎
的
研
究
」
は
、
本
論
文
の
主
論
題
で
あ
る
通
相
三
観

を
中
心
に
、
天
台
大
師
の
三
観
思
想
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
「
三
観
の
諸
相
」
は
、
三
種
三
観
、
特
に
通
相
三
観
を
論
ず
る
前
提

と
し
て
、
三
観
に
つ
い
て
の
規
定
を
整
理
し
た
。

続
い
て
第
二
章
「
中
国
天
台
諸
師
に
お
け
る
通
相
三
観
釈
」
と
第
三
章
「
日
本
天

台
諸
師
に
お
け
る
通
相
三
観
釈
」
は
、
通
相
三
観
に
対
す
る
諸
師
の
解
釈
が
、
中
国
・

日
本
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に

天
台
大
師
以
降
、い
わ
ゆ
る
五
時
八
教
の
教
判
論
が
主
流
と
な
る
に
伴
い
、『
維
摩
経
』

を
円
教
で
理
解
す
る
通
相
三
観
は
、
複
雑
か
つ
精
緻
な
解
釈
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
二
章
で
は
山
家
派
・
山
外
派
そ
れ
ぞ
れ
の
通
相



三
観
釈
を
、
荊
渓
大
師
湛
然
・
孤
山
智
円
・
法
照
の
三
師
の
通
相
三
観
釈
に
よ
っ
て

検
討
し
た
。
ま
た
第
三
章
で
は
、『
法
華
玄
義
』
に
述
べ
ら
れ
る
円
融
三
諦
と
隔
歴

三
諦
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
宝
地
房
証
真
・
慧
澄
痴
空
・
大
宝
守
脱
の
三
師
の
通
相

三
観
釈
を
比
較
検
討
し
た
。

第
四
章
「
天
台
大
師
と
通
相
三
観
」
か
ら
、
再
び
天
台
大
師
に
よ
る
『
文
疏
』
の

記
述
に
戻
り
、
天
台
大
師
が
意
図
す
る
三
種
三
観
の
構
造
を
、
通
相
三
観
を
中
心
に

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
三
観
が
四
教
に
ど
の
よ
う
に
配
当
さ
れ
る
の
か
を

検
討
し
た
上
で
、
通
相
三
観
が
円
教
と
さ
れ
る
理
論
を
解
明
し
た
。

第
五
章
「
天
台
に
お
け
る
慈
悲
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
天
台
大
師
の
慈
悲
釈
を
、『
維

摩
経
文
疏
』
巻
二
三
・
釈
観
衆
生
品
の
空
を
め
ぐ
る
議
論
よ
り
検
討
し
た
。
特
に
経

典
に
お
い
て
維
摩
が
空
を
説
く
こ
と
を
、
自
行
化
他
の
両
面
に
お
け
る
慈
悲
と
な
る

こ
と
を
、
天
台
大
師
が
通
相
三
観
を
用
い
て
論
証
し
た
こ
と
を
考
察
し
た
。

こ
う
し
て
本
論
文
は
、
天
台
大
師
が
通
相
三
観
と
い
う
観
法
を
設
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、『
維
摩
経
』
は
教
観
と
も
に
実
相
に
到
達
で
き
る
経
典
で
あ
る
こ
と
を
実
証

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
根
底
に
は
、
教
説
を
聞
く
衆
生
の
機
根
は
様
々
で
あ

っ
て
も
、
経
典
は
「
大
乗
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ

と
を
結
論
と
し
た
。


